
いよいよ夏本番です。

時期的に体力や食欲が落ちたり、睡眠時間も不十分だったりと夏バテ

しやすい時期です。生活のリズムを整えながら、

元気に乗り越えていきましょうね。

　　　＜＜熱中症対策＞＞

　　「スポーツドリンクと経口補水液の使い分け」

正常 軽度の脱水  軽度～中度の脱水症

水 ナトリウム低め  状態に適します。

お茶 経口補水液  日常的に飲む時には

スポーツドリンク 軽度の脱水症に適します。 注意が必要なナトリ

日常に飲むのに適した ウム濃度

ナトリウム濃度

お茶・水

・普段の水分補給

スポーツドリンク

・普段の水分補給

　スポーツ時に飲む

　事で疲労回復に

　期待できます。

ただし、糖分が高い

ので飲み過ぎに注意

　　

　NPO法人オープンハウスこんぺいとう

　　病児保育室　29-2301

<<山形県内・最上群内感染状況>>   7/13~7/19

インフルエンザ 県内 ３１名 最上５名

感染胃腸炎 県内 ９２名 最上７名

手足口病 県内 ２０名 最上１０名

経口補水液

・熱中症の応急処置にお勧め

めまい。筋肉痛・大量の汗

や吐き気の症状が出た時

・野外で長時間作業するとき

や夏場のスポーツ時の水分補給

・脱水は水分だけでなく電解

質の補給も必要となります

こんぺいとう

「病児室たより」R８年８月

病児室固定電話

29-2301携帯（緊急用）

090-4719-7187

6・7月病児室利用状況

利用人数：27 名(4月～50名）

病名：手足口病・急性胃腸炎・

気管支炎・突発性発疹

<８月７日は鼻の日＞

鼻は呼吸や病気の予防に

役割を果たす大切な気管です。

・風邪を引いてないのに鼻水が出る。

・鼻詰まりがあり、しきりに耳を触る。

・いつも目ヤニや鼻水が出てる。

風邪であれば自然に治ることが殆どですが、

鼻詰まりは中耳炎になるリスクもあるので、

長引く時は受診しましょう。

＜子どもが熱を出したら・・・＞

・安静にする：体力を消耗しやすいので、静かな環境で十分な睡眠。

・水分補給：脱水になりやすいため、左記の資料を参考に、赤ちゃんは母乳や

ミルクを少しずつ飲ませましょう。

・食事：食欲がない時は無理に食べさせず、消化の良いものを少量ずつ。

・解熱剤：元気で水分が摂れていれば無理に使用せず、３９℃以上の高熱が続く

熱性けいれんのリスクがあるときは使用しましょう。

子どもの発熱は病原体と戦っているサイン。まずは安静と水分補給を優先に年齢や症状

に応じて解熱剤の使用や受診の判断をするために、子どもの様子を観察しましょう。

≪病児保育室の様子≫

６・７月は発熱・下痢が続く１歳未満児の利用

が目立ちました。不安でずーっと泣き続ける子、

すっかり慣れて玩具で遊ぶ子、下痢が治まらな

い子、病児室入り口で皆に手を振る子、いない

いないばあっ！見て踊り始める子と様々です。

水分や薬もしっかり摂ってくれて、鼻水も嫌が

らずに拭かせてくれて、みんな良い子でした。

お迎えが待ち遠しい子どもたちみんな頑張りま

した。

＜＜８月地域食堂＞＞

予約です・8/ 7・8/21

080-3144-3009




